
学
べ
る
環
境
づ
く
り
や

自
己
実
現
支
援
に
注
力
す
る
組
織

佐
世
保
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
明

治
の
開
設
以
降
、
長
年
に
わ
た
り
市
立

佐
世
保
市
民
病
院
と
し
て
地
域
住
民
を

支
え
て
き
た
。
２
０
１
６
年
に
地
方
独

立
行
政
法
人
に
移
行
し
た
の
を
機
に
、

佐
世
保
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
改

称
。
現
在
は
、
三
次
救
急
病
院
、
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
地
域
医
療

支
援
病
院
の
機
能
を
持
ち
、
長
崎
県
北

地
域
の
基
幹
的
な
医
療
機
関
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

緒
方
信
子
副
院
長
兼
看
護
部
長
は
、

地
方
独
立
行
政
法
人
移
行
時
か
ら
、
看

護
職
員
の
増
員
を
図
っ
て
き
た
。「
先

進
的
な
医
療
を
担
う
に
は
、
看
護
師
の

増
員
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
就
職
者
増
、

離
職
者
減
の
両
面
で
工
夫
し
、
毎
年
10

人
増
を
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
」と
振

り
返
る
。

看
護
学
生
の
受
け
入
れ
時
は
、「
学

生
さ
ん
」で
は
な
く
名
前
で
呼
ぶ
こ
と

な
ど
を
職
員
に
徹
底
。
新
入
職
員
に
対

し
て
は
、
入
職
１
カ
月
後
な
ど
の
定
期

面
談
だ
け
で
な
く
、
病
棟
師
長
を
中
心

に
、
き
め
細
や
か
に
フ
ォ
ロ
ー
面
談
を

行
う
。
先
輩
職
員
は
教
育
法
の
変
化
や

若
年
者
の
特
性
な
ど
を
共
有
し
、
み
ん

な
で
育
て
る
風
土
を
醸
成
し
て
い
る
。

入
職
後
の
目
標
管
理
は
、
年
１
回
の

自
己
申
告
を
も
と
に
行
う
。
学
び
た
い

こ
と
や
適
性
の
自
己
分
析
な
ど
に
配
慮

し
、
本
人
の
自
己
実
現
支
援
の
た
め
の

部
署
配
置
を
検
討
。
専
門
性
を
高
め
る

研
修
派
遣
や
認
定
看
護
師
資
格
取
得

の
支
援
も
充
実
し
て
い
る
。
認
定
看
護

師
資
格
取
得
に
向
け
、
23
年
度
か
ら
奨

学
金
貸
与
制
度
を
開
始
。
年
間
総
額

３
０
０
万
円
を
上
限
と
し
て
２
年
限
度

で
貸
し
付
け
、
資
格
取
得
後
10
年
間
、

同
院
に
勤
務
す
る
こ
と
で
返
済
は
免
除

さ
れ
る
。
資
格
取
得
中
は
職
務
免
除
で

給
与
は
全
額
支
給
す
る
。

「
就
職
説
明
会
で
聞
か
れ
る
の
は
、
学

べ
る
環
境
や
支
援
の
有
無
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
当
院
は
救
急
、
が
ん
診
療
、
母緒方信子副院長兼看護部長

佐世保市総合医療センターは、地方独立行政法人に移行した2016年から、看護師
増員を図ってきた。認定・特定看護師取得に向けた奨学金貸付制度の導入、2交代制
の実施に向けて、23年には、コトブキシーティング株式会社のカプセルベッドを活用し
た仮眠室を整備。働き続けられる環境づくりに取り組んでいる。

仮眠室でもプライベート確保
職員定着に好影響もたらす

地方独立行政法人佐世保市総合医療センター
（長崎県佐世保市）

病院環境の新提案

カプ セルベッドで 創る
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子
周
産
期
な
ど
の
特
色
が
あ
り
、
そ
の

分
野
の
認
定
資
格
を
持
つ
看
護
師
が
複

数
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
勉
強
し
よ
う

と
い
う
風
土
や
目
標
と
す
る
看
護
師
像

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

当
院
で
の
勤
務
を
望
む
看
護
職
員
は
増

加
し
て
い
ま
す
」

仮
眠
室
は
職
員
だ
け
で
な
く

就
職
希
望
者
に
も
好
評

若
い
世
代
は
休
み
を
取
得
し
や
す
い

病
院
へ
の
就
職
を
望
む
こ
と
か
ら
、
緒

方
副
院
長
は
２
交
代
制
の
導
入
が
必
須

で
、
そ
の
た
め
に
は
人
材
の
確
保
に
加

え
、
休
憩
室
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
と

考
え
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け

に
、「
疲
弊
す
る
看
護
師
が
院
内
で
休

め
る
場
所
を
早
急
に
つ
く
り
た
い
」と

の
思
い
が
募
り
、
カ
プ
セ
ル
ベ
ッ
ド
の

導
入
を
決
め
た
。

院
長
を
は
じ
め
他
部
門
の
理
解
と
快

諾
が
あ
り
、
財
務
課
執
務
室
だ
っ
た
部

屋
を
男
女
別
の
仮
眠
室
へ
改
修
。
入
口

に
あ
る
休
憩
室
に
は
メ
ル
ヘ
ン
調
の
壁

紙
を
用
い
、
緊
張
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
工

夫
。フ
リ
ー
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
も
完
備
し
た
。

奥
は
仮
眠
室
で
、
１
日
約
80
人
の
夜
勤

者
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
各
病
棟
に
２

つ
ず
つ
カ
プ
セ
ル
ベ
ッ
ド
を
割
り
当
て

た
。
ベ
ッ
ド
は
周
囲
か
ら
完
全
に
仕
切

ら
れ
た
個
室
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
照
明
、

時
計
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ジ
ャ
ッ
ク
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、疲
れ
を
癒
す
場
で
あ
り
、

快
適
な
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
す

ベ
ッ
ド
で
あ
る
た

め
、
清
潔
か
つ
感

染
対
策
に
考
慮
し

た
リ
ネ
ン
対
応
と

し
た
。

導
入
当
初
は
、

「
病
棟
か
ら
離
れ

て
い
る
た
め
、
何

か
あ
っ
た
時
、
す

ぐ
に
戻
れ
な
い
」

と
仮
眠
室
の
利
用
を
渋
る
職
員
も
い
た

と
い
う
。

緒
方
副
院
長
は「
以
前
は
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
角
に
い
す
を
並
べ
て

横
に
な
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
身
体
の

あ
ち
こ
ち
が
痛
く
、
ゆ
っ
く
り
仮
眠
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
働
き
方
で

は
い
け
な
い
。
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
た

め
に
も
休
憩
室
、
仮
眠
室
を
使
う
よ
う

促
し
ま
し
た
」と
語
る
。

仮
眠
室
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
気
分

の
リ
セ
ッ
ト
に
な
る
と
気
付
い
た
職
員

が
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
、

利
用
者
は
増
え
て
い
っ
た
。
不
安
に
思

う
人
は
、
仮
眠
で
は
な
く
、
単
に
休
憩

の
場
と
し
て
利
用
し
、
気
分
転
換
を

図
っ
て
い
る
。

仮
眠
室
は
、
看
護
部
職
員
で
あ
れ
ば

24
時
間
利
用
で
き
、
２
ベ
ッ
ド
の
運
用

は
各
病
棟
に
任
さ
れ
て
い
る
。
遠
方
か

ら
通
う
職
員
は
、
夜
勤
終
了
後
の
休
憩

と
し
て
仮
眠
室
を
利
用
。
家
で
子
ど
も

の
世
話
を
し
っ
か
り
と
す
る
た
め
、
仮

眠
後
に
帰
宅
す
る
と
い
う
子
育
て
中
の

職
員
も
い
る
。
台
風
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
は
、
１
ベ
ッ
ド
を
夜
勤
者
が
、
も

う
１
ベ
ッ
ド
を
帰
宅
困
難
者
が
使
用
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。

緒
方
副
院
長
は「
就
職
希
望
な
ど
の

見
学
者
は
、
休
憩
室
・
仮
眠
室
を
見
て
、

『
看
護
師
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
る
』と
評
価
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
職
員
の
声
を
吸
い
上
げ
、

職
場
環
境
の
改
善
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

考
え
て
い
き
た
い
」と
話
す
。
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カプ セルベッドで 創る 病院環境の新提案

仮眠室は落ちついた雰囲気を演出

カプセルベッド内部でも快適さを追求

● �病棟より静かな環境で休憩できる
●�ソファに比べ、仮眠後の腰痛が軽
減された

●�ナースコールや足音のない環境で
休憩できる

●�精神的に楽になった
●�足を伸ばせるのがよい
●�緊張がほどける

カプセルベッドについての職員の声
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